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１．全体の状況
１．１ プログラム全体の俯瞰

オンデマンド即時観測が可能な小型合成開口レーダ衛星システム
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社会に与えるインパクト
自然災害等の緊急時に即時に必要な「安心の目」を実現

世界の安心・安全に貢献

産業に与えるインパクト
被雲率の高い地域の観測による新たなビジネス創出
宇宙からの観測データとビッグデータとの融合

システム輸出の国際競争力向上

第3のSAR方式「受動平面展開アンテナ」により世界最軽量・高密度収納のSAR衛星システムを構築

SARの分解能：1m級
⇒世界の高性能SARと同等

重量：100kg級
⇒従来衛星の1/10

即時利用性：打上後、
数十分～数時間で利用

コスト：20億円/量産時
⇒従来衛星の1/10

達成目標
災害状況把握のリクエスト
から場所・天候・時間を問
わず、即座に観測、状況判
断に活用
ImPACT完了後、速やかに
フライト実証を行い、実用
化への足掛りを目指す
商用小型SARについては、
低性能版の展開で対応

出口目標

PM
慶應大 白坂 准教授

SARシステム
ISAS 齋藤 教授

衛星システム
東京大 中須賀 教授

総合システム
慶應大白坂 准教授

研究開発体制には
我が国の小型衛星
専門家の英知を結集非連続イノベーション

アンテナ高密度収納化
1kW級高出力マイクロ波増幅器
1.5Gbps高速データ伝送システム
オンデマンド・自動・自律化制御
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達
成
目
標

画像分解能1m級
物体識別能力の
高精度化と高画質化

衛星重量100kg級
ロケットによる打上げの
簡易化・容易化

即時利用性
画像リクエストから画像取得
までの時間を短縮化

世界最軽量・
高密度収納アンテナ
世界最軽量・

高密度収納アンテナ
1kW級高出力
マイクロ波増幅器
1kW級高出力
マイクロ波増幅器

1.5Gbps
高速データ伝送
システム

1.5Gbps
高速データ伝送
システム

オンデマンド・
自動・自律化
制御

オンデマンド・
自動・自律化
制御

SARシステム
プロジェクト

（JAXA/ISAS）

衛星システム
プロジェクト
（東京大学）

総合システム
プロジェクト
（慶應大学）

画像取得打ち上げ ダウンリンク/処理
災害状況把握のリクエストから場所・天候・時間を問わず、即座に観測、状況判断に活用
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実証実験ImPACT
による開発

実証実験にむけ
た活動

【出口までの大きな流れ】
実利用
衛星開発

2015～2018 2019～2023 2024～

フライト
モデル化

2019年度
フライト実証

緊急災害対応
小型SAR衛星
システム開発

IMPACTによる
技術実証

～2015

FIRST
「ほどよしプロ
ジェクト」にて
60Kg衛星３機
軌道上実証済み

小型衛星バス
新規開発部
実証モデル開発
地上実証試験

SARシステム
技術の確立
打上可能な

SAR実証モデル開発
地上実証試験

商用
小型SARシステム
小型SAR衛星
提案

緊急災害対応
小型SAR衛星
システム提案活動

全体システム検討
SARデータ
利用開拓

商用
小型SARシステム
小型SAR衛星
開発

商用
小型SARシステム
小型SAR衛星
販売

利用実証用
地上システム
開発


